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１ 総合基本計画の策定にあたって 

（１）背景 

神戸市の総合基本計画である「新・神戸市基本構想（1993 年策定）」、「第５次神戸市基

本計画（2011 年策定）」及び「神戸 2025 ビジョン（2021 年策定）」は、いずれも 2026 年

３月に計画終期となります。 

全国的に人口減少や少子・高齢化が進む中、未来にわたって持続可能なまちづくりを

進めていくためには、市民と行政が目指すべき神戸の姿や方向性を明確にし、長期的な

視点をもって、ともに運営していくことが求められます。 

そのため、本市においては、新たな総合基本計画の策定を、市民の市政参画への機運

醸成の機会とするとともに、行政内部で共通の価値観を持ち、部局間の連携を図りなが

ら一貫性のある施策を展開していく契機とすることとしました。 

新たな基本構想は、６万人を超える多くの市民から様々なご意見を頂きながら、審議

会において議論を積み重ね、策定されました。この基本構想は、計画終期を設けておら

ず、いつの時代でも変わることのない神戸の“基本理念”として、神戸がこれからも大

切にし、未来に紡いでいく価値や、未来に向かって目指すべき姿が描かれています。 

基本構想の下位となる新たな基本計画については、神戸のこれまでの歴史や現状、多

様化・複雑化する社会課題を踏まえながら、100 回を超えるワークショップを通じて多く

の市民や関係者とともに議論を重ね、WEB アンケートや GIGA スクール端末を活用した小

中学生等からの意見も含め、総勢５万人を超える参画を得て、2035 年の神戸のありたい

姿とその実現に向けた方向性を、2026 年度から 2035 年度までの 10 年間の指針として策

定しました。 

基本計画に掲げる都市像の実現に向けて、具体的な施策を着実に展開していくために

は、これを実行段階へと落とし込む実施計画の策定が不可欠です。 

神戸 2030 ビジョンは、基本計画の前半５年間（2026 年度～2030 年度）に取り組む基

本政策及び主な施策、その進捗状況を測る KPI を体系的に整理した実施計画として策定

しました。 

 

（２）地方版総合戦略との位置づけ 

  総合基本計画は、「まち・ひと・しごと創生法」に基づいて国が策定した「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」や、兵庫県の「地方版総合戦略」、「神戸人口ビジョン」を踏

まえた、「地方版総合戦略」としての位置づけも有します。 
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２ 神戸市基本構想 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

基本構想の前段には、神戸の歴史や都市のなりたちに触れながら、「海と山に囲まれた美

しいみなとまち」、「多彩な表情を見せるまち」、「人間らしいあたたかみのあるまち」とい

う３つの神戸らしさが描かれています。 

神戸は大都市でありながら海と山といった自然に恵まれ、古くから「進取の気風」に富

む、国際色豊かな港町として発展し、新たな流行や文化を生み出してきました。人の手が

入り続けることによって緑滴る山になった六甲山、茅葺民家が点在する里山、古くからの

景勝地、須磨や垂水の海岸、外国風の建物が残るまち並みや、多くの人で賑わう市場、風

情あふれる下町、身近にある坂道からの眺望も、先人たちが守り育ててきたものです。ま

た、神戸は、戦災や水害、震災など多くの試練に直面する度に、まちを愛する人たちが、

国籍や人種を超え、それぞれを尊重しながら支え合い、乗り越えてきました。この絆があ

るからこそ、神戸には多様な主体が互いに認め合い、助け合う優しさを感じることができ

ます。 

中段には、先人たちが育み、受け継がれてきたこれらの神戸らしさを、これからも守り、

活かし、高めながら、世代や立場を超えたつながりの中で広く内外に貢献し続けていくこ

とが謳われています。 

そして、後段には、多くの市民の方々からいただいたご意見・メッセージが凝縮され、

未来に向けて神戸のありたい姿として描かれています。「時代を彩る産業とひとが育つま

ち」、「新たな価値の創造を実現するまち」、「それぞれの夢に挑戦できるまち」、「一人ひと

りが幸せを感じられるまち」。これらは、いずれも先人から受け継いだ神戸らしさを活かし、

さらなる歩みを進めるにあたっての指針です。市民の皆様とともに作り上げた神戸のあり

たい姿を追い求めていくことで、まちを愛する心が生まれ、まちの誇りが育まれます。 

基本構想には、このような、いつまでも、神戸らしさを磨き、まちの誇りを育み、次代

に紡いでいきたいという市民の想いが込められています。
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３ 神戸のこれまでと今 

（１）神戸の経済発展 

① 開港とともに発展したまち 

神戸は 1868 年の開港をきっかけに、外国人の居住や商売が認められた居留地が

設けられました。西洋風でお洒落な建築物が次々と建てられ、欧米の商社が進出し、

綿花や鉄などの輸入、茶や生糸の輸出が活発となることで、日本屈指の貿易港とし

て急成長しました。開港当初は、軽工業が中心だった貿易は、明治政府の政策のも

とで重工業化が進められ、国全体の産業の近代化と重なり、造船業や製鉄業、電気

機械などの重厚長大型の産業が神戸経済を大きく発展させ、神戸には優秀な人材と

優れた技術力が集まりました。 

明治 30 年代後半から 40 年代にかけて、西洋文化の流入とともにパンや洋菓子等

の需要が高まると、西洋からパン職人の技術や製菓技術が持ち込まれ、多くのパン

屋や洋菓子店が立ち並びました。また、居留地周辺では、洋服や靴の製造が盛んに

なり、「神戸洋服」「神戸靴」といったブランドが確立されるとともに、真珠加工や

ケミカルシューズなどの産業も発展し、神戸は国内でもファッションの中心地とし

て知られるようになりました。ジャズやゴルフ等のスポーツも神戸を通じて国内に

広がり、港町の神戸が持つ独特の開放的な空気は、さまざまな異文化を自然に取り

込み、国内に新しいカルチャーを生み出す土壌となりました。 

また、日本に訪れる外国人が増加したことで、居留地以外の北野エリアや塩屋に

も異人館が建てられ、国際色豊かで多様な文化が息づくモダンな街として発展して

きました。戦後の復興期には、長田区に鉄工業や靴製造業の町工場が軒を連ね、人

情味あふれる下町など地域の温かいコミュニティが形成され、商店街も活気に満ち、

地元の人々が集う場となりました。 

現在では、国際学校や多様な宗教施設、世界各国の料理が楽しめるレストランな

ど、外国人が安心して暮らせる生活環境が整っています。世界的企業の日本拠点も

進出するなど、グローバルな人材が活躍し、また、感性を磨いた人材が世界へ羽ば

たくまちとなっています。 

このように、神戸は開港をきっかけに、多くの外国人が移り住み、常に海外から

の多様な文化や新しい気風を取り入れながら、国際都市・神戸として個性豊かな発

展を遂げ、日本の経済や文化の成長を支えてきました。 
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② 時代の変化に伴う産業の転換 

神戸の産業構造は、二度にわたるオイルショックや、海外の造船・鉄鋼業の台頭

を踏まえ、開港以来、築いてきた重厚長大型産業への偏重を脱し、時代の変化とと

もに転換を遂げてきました。アパレル・真珠等のファッション産業や、国際色豊か

な街並みと多様な自然環境を活かしたコンベンション産業の推進に取り組み、ポー

トアイランドの完成を記念して開催された「ポートピア'81」では、1,600 万人もの

集客を達成しました。また、既存産業の高度化や多角化を図るため、電子機器や精

密工業をはじめ、震災以降、医療・バイオ産業の誘致を進めるとともに、さらなる

経済活性化と競争力強化に向け、飛躍的な成長が期待されるスタートアップへの投

資をはじめ、成長企業や優秀な人材の誘致にも力を入れてきました。 

その結果、京都、大阪の経済圏と隣接しながらも、神戸単独で経済循環率は 100％

超を維持し、独自の経済圏を形成してきました。今後、東京一極集中が進む中にお

いても、神戸の経済圏を引き続き維持・成長させていくとともに、伝統産業・観光

を中心とする京都や、ビジネス・金融を中心とする大阪と連携を図り、経済的シナ

ジーを生み出すことで、関西を東京と並ぶ経済圏へと成長させていく一翼を担って

いく視点も重要です。 
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（２）神戸の人口推移 

① これまでの人口推移 

第二次世界大戦後、日本は復興とともに第一次ベビーブームを迎え、出生率の急

上昇とともに人口が増加しました。さらに、1960 年代から高度経済成長期を迎え、

地方から都市部への人口集中が活発化し、本市でも 1992 年には人口が 150 万人に

到達しました。1995 年の阪神・淡路大震災では、戦後初の人口減をもたらし、一時

は人口が 142 万人まで減少しましたが、震災の復興が進むにつれ、人口は回復し、

2004 年には震災前の人口を超えました。 

しかしながら、日本全体では、ライフスタイルの変化、結婚・出産の時期の多様

化、医療技術の進展による寿命の延伸などを背景に、少子高齢化が進展しました。

その結果、2008 年の１億 2,808 万人をピークに人口減少が始まり、本市においても

同様の傾向によって 2011 年の 154 万人をピークに人口減少が続いています。 

 

② 神戸の人口動態の特徴 

市内には高等教育機関が充実しており、全国各地から学生が集まることから、18

歳から 23 歳の若年層においては転入超過の傾向がみられます。特に、県内の他都

市や近畿圏内からの転入が多く、神戸市の学術・研究環境の充実が影響しているこ

とが要因と考えられます。しかしながら、就職期を迎える 23 歳以降では転出超過

の傾向が顕著で、特に東京圏への人口流出が大きく、これらが市内の労働力人口の

減少にもつながっており、地域経済への影響が懸念されています。一方で、40 代～

60 代の中高年層では転入超過が見られます。神戸市の都市機能や交通アクセスの良

さ等を求めて、西日本や兵庫県西部からの転入者が多く、特に、西区や垂水区では

周辺都市からの転入者が多い傾向にあります。 

 

③ 今後の人口見通し 

2024 年の日本の出生数は 70 万人を下回り、９年連続で過去最少が続いており、

近い将来、東京圏でも人口が減少に転じ、日本全体で人口減少がさらに加速してい

くことが見込まれ、経済やくらしに大きな影響を及ぼすことが予想されます。 

2024 年時点で約 7,000 万人だった労働力人口は、2050 年には 6,300 万人程度ま

で減少すると予測されており、企業の生産性低下や経済成長の鈍化が懸念されます。

特に介護分野では 2050 年に 120 万人を超える介護人材不足が見込まれています。 

これらに対応するためには、AI、自動化技術の導入など、新たなテクノロジーの

活用も含めて、持続可能性の視点が重要です。 

（３）神戸の都市開発 
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① これまでのまちづくり 

神戸市の都市の発展は鉄道の敷設とともに進んできました。神戸は、六甲山系が

聳える地形特性から、明治・大正時代に平坦な海側に鉄道が敷かれ、沿線を中心に

都市が発展してきました。戦後、日本全体では都市部への人口流入が加速し、神戸

市も例外ではありませんでした。特に高度経済成長期には、工業化の進展とともに

人口が急増し、住宅地の拡大が求められました。しかし、神戸市は海と山に挟まれ

た地形のため、平地の面積が限られており、六甲山の山麓部にまで開発が進むこと

となりました。この結果、無秩序な開発が進み、環境破壊や土砂災害のリスクが高

まるなどの問題が発生し、人口の受け皿確保が喫緊の課題となりました。こうした

状況を受け、六甲山系北側に大規模ニュータウンを開発するため、交通インフラの

整備が進められました。市営地下鉄の開通や神戸電鉄の延伸により、郊外から都心

へのアクセスが向上し、居住環境が大きく改善され、西神や北区の沿線にも人口が

広がってきました。当時、山を切り開き、その土砂を用いて臨海部を埋め立て、広

大な宅地と産業団地を確保してきた神戸方式の開発手法が、「山、海へ行く」と言わ

れる神戸特有のまちづくりです。 

 

② 現在の状況 

現在、全国的な人口減少に伴い、ニュータウンのオールドタウン化や、空き家・空

き地の増加等による都市のスポンジ化が全国共通の課題となっています。神戸市で

は、これまで計画的に開発されたニュータウンにおいて、広い道路や公園が整備され、

住みやすい環境を提供してきましたが、開発から一定年数が経過し、住民の高齢化や

若年層の流出、住宅や公共施設の老朽化が顕著になっています。また、六甲山の山麓

部では、過去の乱開発された住宅が空き家となって放置され、景観や環境面での悪影

響が懸念されています。さらに、ポートアイランドや六甲アイランドにおいても、オ

フィスや商業施設の空室率が上昇し、都市機能の維持が課題となっています。これら

は、過去の都市開発や地理的背景と密接に関係しており、神戸特有の様相を見せてい

ます。 
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（４）幾多の災害を乗り越えてきたまち 

① 災害の歴史 

神戸市は六甲山系の急峻な地形と瀬戸内海に面した立地のため、過去に何度も水

害に見舞われてきました。特に 1938 年の阪神大水害では、集中豪雨により河川が

氾濫し、市街地が壊滅的な被害を受けました。この災害を契機に、六甲山系の砂防

工事が進められ、現在では 500 基以上の砂防ダムが整備されています。 

第二次世界大戦中、神戸市は空襲による甚大な被害を受けました。特に、1945 年

の神戸大空襲では、市街地の約６割が焼失し、人口は約 38 万人まで減少しました。

しかし、戦後の復興計画により、都市の再建が進められ、神戸は再び国際貿易都市

としての地位を確立しました。 

1995 年の阪神・淡路大震災は、日本で初めての近代的な大都市における直下型地

震であり、神戸に未曾有の被害をもたらしました。人口は震災前の約 152 万人から

約 142 万人に減少し、復興に向けて厳しい財政運営を余儀なくされました。しかし

ながら、震災後の救援活動には、震災後５か月を経過した時点で延べ 122 万人以上

ものボランティアが全国各地はもとより世界各地から駆け付け、災害ボランティア

は社会現象となり、平成７年は「ボランティア元年」とも呼ばれました。大幅な行

財政改革に取り組むことで、財政危機からの脱却を図り、2004 年には人口が震災前

の水準を上回りました。また、特に被害の大きかった地域で行われた土地区画整理

や再開発事業も、2024 年 11 月に新長田南地区が完了し、すべての復興事業が終了

しました。このように、神戸は様々な災害に見舞われながらも、そのたびに復興へ

の強い意志を示し、市民が団結することで、再生を果たしてきました。 

 

② 市民の誇り 

神戸は、古くから「進取の気風」に富む、国際色豊かな港町として発展してきま

した。かつてはげ山だった六甲山は、多くの人々の長年にわたる植林によって、見

事に再生し、現在は、災害から市民生活を守り、多くの人々に親しまれ、神戸を象

徴する憩いの空間を創出しています。また、これまで戦災や水害、震災など多くの

試練に直面するたびに、ともに手を携え、苦難を乗り越えてきました。このように、

市民が手を取り合って、新たなことに挑戦し、様々な困難を乗り越えてきた経験こ

そが、神戸市民のまちを愛する気持ちの根幹であり、市民の誇りです。 

震災20年を機に、市民によって生まれたシビックプライド・メッセージ「BE KOBE」

は、まさにその象徴であり、神戸市民であることを誇りに思う気持ちや、神戸の魅

力は人であるという思いが込められています。 
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（５）これまでの取り組みにより見込まれるまちの変化 

① 神戸空港の国際化 

2025 年４月には、国際チャーター便の運用開始や国内便の発着枠が拡大され、2030

年頃には、国際定期便の運用が開始されています。国際定期航路を持つ神戸港に加え、

神戸空港が国際空港となる「第２の開港」により、観光やビジネスで海外から多くの

人々が神戸に訪れるとともに、神戸から人材や情報のパイプが世界とつながることに

なります。 

 

② 都心三宮・ウォーターフロントの再開発 

神戸は戦前から鉄道沿線や駅を中心に都市開発が進められてきました。しかしなが

ら、震災以降、復旧・復興が最優先となり、都市開発によるまちの魅力向上は手付か

ずの状態が続きました。震災から 20 年が経過し、復興にも一定の目途が立ち、また、

絶え間ない行財政改革によって政令市上位の財政力まで回復したことをきっかけに、

駅前を便利で快適な空間にしていくため、都心・三宮再整備が始まりました。2021 年

４月の神戸三宮阪急ビル開業を皮切りに、2022 年７月には新中央区総合庁舎、2023

年４月には東遊園地がリニューアルオープンしました。また、JR 三ノ宮駅新駅ビル

や雲井通５丁目地区の新バスターミナルビル、三宮クロススクエア、市役所２号館な

どの整備も着実に進んでおり、2030 年頃までに三宮は劇的な変化を遂げます。さら

に、ウォーターフロントでは、2021 年 10 月に神戸ポートミュージアムが開業して以

降、2024 年春に神戸ポートタワーのリニューアルが完了し、2025 年４月にはジーラ

イオンアリーナ神戸が開業しました。今後、新港突堤西地区でのマリーナ整備、京橋

船溜まりの埋立による回遊性向上、中突堤周辺エリアの再整備が進み、見違える姿を

現す予定です。 

 

③ 駅周辺のリノベーション 

郊外では、戦前から先人たちが築き上げてきた鉄道網などの既存インフラを有効活

用し、まちの佇まいや雰囲気を印象づける「まちの顔」となる駅や駅前空間のリノベ

ーションに取り組んできました。「名谷駅」「西神中央駅」「垂水駅」をはじめ、エリ

アの拠点となる駅を中心に、駅前広場のリニューアルやライトアップ、憩いの空間の

創出に取り組んでおり、区役所や図書館など公共施設の再配置や商業施設のリニュー

アル、子育て・文化環境の充実、職住近接の取り組みなど、まちや暮らしの質を高め

る取り組みを進めています。今後も市内各所でのリノベーションが計画されており、

民間投資の誘発と相まって、次々と新たな「まちの顔」が生まれていく予定です。 
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④ 森林・里山の再生 

神戸は海に面した市街地のすぐ背後に雄大な六甲山系が連なり、北部には田園や里

山が広がっています。神戸の森林は、その多くがかつての薪炭林で、千年以上の長期

にわたり燃料や肥料を供給してきました。しかし、生活様式の変化に伴い、里山の利

用が停止した結果、大木や常緑樹で森が暗くなり、若木の生育が進まず、病虫害の増

加や竹林繁茂、里道の消失などの課題が顕在化しています。また、かつてはげ山が広

がっていたとされる六甲山は、明治時代以降の大規模な植林により、現在は全山が緑

に覆われていますが、一部では木々の繁茂が過剰な状態になっています。 

こうした中で、神戸の森林・里山を健康な状態で次世代に引き継ぐため、森林の適

切な伐採と資源の活用、そして次世代林の再生までを一つのサイクルとして捉えた取

り組みが進められています。今後、神戸市産材の流通促進や普及、森林所有者への支

援、人材育成などに取り組むことで、持続的な森林管理・再生の仕組みが構築される

予定です。 
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４ 第６次神戸市基本計画 －2035 年の神戸－ 

（１）10 年後の都市像 

①“ともに描いた 10 年後の神戸” 

以下の都市像は、神戸市基本構想に掲げた基本理念や“神戸らしさ”を踏まえ、多くの

市民・関係者とともに描いた 10 年後（2035 年）の神戸のありたい姿です。 

人口減少や社会構造の変化が進む中にあっても、この都市像を市民・行政等の多様な

主体と共有し、共通の目標をもって、ともにまちづくりを進め、海と山に象徴される豊か

な自然や、歴史とともに歩んできたまちの誇りを次代へと紡いでいきます。 

 

2035年の神戸 

 

神戸空港や神戸港は、世界とつながる玄関口。そこには、絶えず人やモノ、情報が集

まり、多様な文化が行き交うことで、新たな風が吹く。 

都心には、おしゃれで心地よい雰囲気と、温かなもてなしの心があふれる。周辺に広

がる交通網によって、人と人の出会いと交流がうまれ、まちの魅力がさらに深まる。 

くらし息づく街では、個性豊かな駅を中心に、それぞれの理想のライフスタイルが形と

なり、ゆとりある上質な時間が流れる。 

山から望めば、先人から受け継いだ農村や里山、豊かな自然が悠然と広がり、夜には

世界に誇れる美しい夜景が幻想的に彩る。海に向かえば、汽笛や潮風に迎えられ、ジャ

ズを育んだ港町の歴史と文化芸術にふれながら、贅沢な時間に包まれる。食は、自然の

恵みと人に育まれ、いつでも人々の心を満たす。 

しごとや学びの場では、経験と新たな挑戦が融合し、未来を切り拓く力がみなぎる。  

街のいたるところで、異なる世代や多様な人々が集い、支え合い、こどもたちの笑い

声と皆の笑顔があふれ、まちのあたたかみが安らぎをもたらす。 

人々の暮らしは、困難を乗り越え、築いてきた、たくましい礎によって守られ、それぞ

れの環境を思いやる行動が、次世代への安心を生み出す。 

そして、まちの誇りは、神戸を愛する人々の心によって育まれ、力強く次代に紡がれて

いく。 
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② KGI（数値目標） 

KGI（Key Goal Indicator）は、神戸市が目指す「10 年後の都市像」を示す数値目標で

す。市民の幸福度や生活の質に加え、経済指標と人口指標を組み合わせることで、神戸の

ありたい姿を現しています。これらの KGI は、持続可能な都市の実現に向けた強い意思

を示すものであり、あえて高い目標として設定しています。 

社会や地域を取り巻く環境が大きく変化する中、達成には不断の努力と創意工夫が求

められますが、その挑戦の過程は市民、市政において貴重な礎となります。また、高い目

標を掲げることは、神戸市の都市経営における理念と志を体現するものであり、未来を

切り拓く原動力となります。 

 

【経済指標】 

 ・実質 GDP 成長率１％以上(年換算)の達成 

「GDP（市内総生産）」は、市内で生み出されたモノやサービスの総額を示す数値で、この数値が
上がるほど経済活動が活発になっていることを表します。「実質 GDP」は物価の変動を除いた、実際
の成長を表す数値です。今後、人口が減少する中でも、空港の国際化や三宮の再整備、新しい技術
の導入などを通じて、経済の活力を維持・向上させ、我が国全体の目標と同じ水準である年１％以
上の成長率を目指します。 

 

 ・地域経済循環率※100％以上の維持 

「地域経済循環率」は、市内の稼ぐ力と地域の所得の比率を示す指標で、市内で生まれた富（お
金）が、どれだけ市内で使われているか等を表します。市内店舗での売上が増えたり、近隣地域か
らも従業員が集まる地元企業が増えるなどでこの指標は高まり、100％を超えると地域で経済が活
発に循環し、独立して安定していることを示します。（100％を下回ると、ベッドタウンの傾向が見
られます。）今後、神戸経済を活性化させ、地域の中で経済が循環する神戸独自の経済圏を維持・発
展させることを目指します。   
※地域経済循環率＝市内総生産（GDP）/市民所得 

 

【人口指標】 

 ・生活関連サービスを提供する市街地※の比率を維持 

「生活関連サービスを提供する市街地」は一定程度人口が集積し、病院、学校、スーパーなど、
生活に必要な施設が整った地域を示します。人口が減少する中でも、こうした地域を維持すること
で、多彩なライフスタイルが実現できる居住地として選ばれる都市を目指します。 

※DID（Densely Inhabited District）地区を準用。算出は神戸市独自指標（2025 年度時点）を設定 
 

 ・22～39 歳の社会動態の転出超過を解消 

本市では大学進学などで若い世代が多く転入してくる一方、就職や結婚・子育てのタイミングで
転出する人が多い傾向があります。働く場の充実、子育て支援、住環境の整備などを進め、若い世
代が住み続けたいまちを目指します。 
 

【幸福度指標】 

・Well-Being 指標※に基づく幸福度 6.5 以上、生活満足度 7.0 以上を確保（2025 年度神戸市実績） 

「幸福度」や「生活満足度」は、市民がどれだけ心身ともに健やかに、安心して暮らせているか
を示す指標です。この指標は、単なる経済成長ではなく、市民一人ひとりの「暮らしの質」を重視
したものであり、人口減少が進む中でも、誰もが健やかに、安心して暮らせる都市を目指します。 
（数値はそれぞれの都市の市民の価値観に基づく幸福感等の平均値であり、一概に他都市の数値
と比較により優劣を測るものではありません。）  
※出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート「地域幸福度（Well-Being）指標」  
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（２）都市像を実現するための方向性 

【基本姿勢】 

今後 10 年間、神戸だけでなく、東京をはじめ全国の都市で人口が減少し、さらに加

速していくことが見込まれます。この時代の流れを冷静に捉え、短期的効果ではなく、

長期的な視点に立ち、未来を見据えた都市の持続可能性を最重視することを基本姿勢

とし、以下の３つの方向性で取り組みを進めることで、まちの誇りを育み、次代に引き

継いでいきます。 

 

 

方向性Ⅰ 世界と繋がる２つの港 「新たな時代の国際都市」へ  

 

神戸は、古くから外国との交流によって、多様な文化や気風を取り入れながら、ま 

ちを発展させてきました。空港の国際化により、神戸は国内外とのつながりがより一層

強化されます。多様な人材・技術・文化を取り入れ、神戸の強みと融合させることで、

人・まち・しごとの魅力を高め、これからも「海と山に囲まれた美しいみなとまち」を

守り育てながら、世界に開かれたまちとして、持続的な発展を目指します。 

 

多様な文化や人との交流を促進し、グローバルに活躍する人材を育み、受け入れ、そ

して神戸への想いを胸に世界へ羽ばたいていく流れを加速させていきます。 

また、海と山が織りなす美しい風景や豊かな自然・文化との調和などの魅力に加え、

都心・ウォーターフロント再開発による相乗効果を活かしながら、国内外へ神戸の魅力

発信を強化していきます。 

さらに、国内外から集まる多様な人材や企業と、市内の大学や企業、行政等が組織を

超えてつながり、イノベーションを創出することで、独立した経済圏を支えるものづく

り、港湾、農水産、食、観光、医療・バイオ等の既存産業の発展、新たな成長産業の創

出を加速させ、東京一極集中が進む中においても、関西圏ひいては日本全体の経済成長

をリードしていきます。 

こうした機能強化により、神戸の国際的な存在感を高め、新たな時代の国際都市とし

て、市民の暮らしをより豊かにしていきます。  
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方向性Ⅱ 個性豊かで多様な地域の融合 「日常と非日常が交わり続ける都市」へ  

 

神戸の地理的特性や歴史の中で形作られた個性豊かなまちなみや、豊かな自然は、神

戸ならではの魅力です。今後、全国的に人口減少が進む中でも、先人たちがこれまでの

歴史の中で築いてきた貴重な財産を最大限に活かし、磨いていくことで、将来世代が充

実したライフスタイルを送ることができるよう、これからも「多彩な表情を見せるま

ち」を守り育てていきます。 

 

都心部では、居住機能との調和を図りながら、商業施設や業務機能の集積を進めてい

きます。 国内外から多くの人が訪れ、買い物やアート、食事など五感を刺激する体験

ができる場を創出します。また、魅力的なビジネス環境の整備も進めていきます。 

既成市街地やニュータウンでは、まちの顔である駅を中心に、生活利便施設のリニュ

ーアルや、職住近接の取り組みを進めます。さらに、商店街などに息づく下町文化を活

かし、まちの魅力と暮らしの質を高めていきます。 

また、海や山、農村・里山地域など、神戸が誇る豊かな自然を守りながら、市街地と

の交流を促進することで、自然と調和するまちの魅力を高めていきます。 

そして、こうした多彩なまちなみをつなぐ公共交通網を維持・充実させ、それぞれの

日常と非日常が交わる都市空間を実現することで、市民の満足度を高め、いつまでも住

み続けたいと思えるまちへ、そして、国内外から愛され選ばれる都市を目指します。 
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方向性Ⅲ ともに乗り越え育んだ絆 「いつまでも幸せを感じ、分かち合える都市」へ  

 

これまでの歴史によって培われた進取の気風や、ともに災害を乗り越えてきた絆は、

神戸のまちと人に受け継がれてきました。今後、先行きが不透明な変化の激しい時代に

おいても、誰もが寄り添って助け合い、そして、新たな挑戦を続けていくことで、いつ

までも「人間らしいあたたかみのあるまち」を守り育てていきます。 

 

神戸の未来を担う子どもたちをはじめ、性別、年齢、障がいの有無、民族、国籍に関

わらず多様な主体や団体が、地域の中でつながり、支え合いながら、誰もが安心して、

それぞれの夢に向かって自由に挑戦でき、主役になれるまちを目指していきます。 

また、子育て・教育環境の充実、健康・福祉の増進や、安全で快適な住環境を支える

ことで、一人ひとりの笑顔を育み、誰もが安心して健やかで心穏やかに暮らせる環境を

つくります。 

さらに、新たなテクノロジーと先進技術を積極的に取り入れながら、地球環境への貢

献や次代をリードする防災力を強化し、より豊かで質の高いくらしを実現させます。 

そして、それらの取り組みを世界に発信することで、震災でいただいた多くの支援

に、いつまでも感謝の気持ちを忘れることなく、国内外に貢献していくまちを目指しま

す。 
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５ 神戸 2030 ビジョン 

（１）概要 

実施計画では、基本計画に掲げる都市像の実現に向けて、今後 10 年間に取り組む３

つの方向性を踏まえ、今後５年間の基本政策及び主な施策を掲げるとともに、その進捗

状況を測定するための KPI（Key Performance Indicator）を設定しています。 

また、KPI は行政に関連する様々な指標の中から、基本計画の KGI の達成につなが

り、毎年の数値を把握でき、かつ市の施策によって改善が期待できる指標としていま

す。加えて、幅広い政策分野の水準を今以上に高めることを目指すため、自治体経営の

土台となる幸福度を測る Well-Being 指標の客観指標も KPI として設定しています。 

なお、今後、変化の激しい時代においては、施策も柔軟に変化させることが求められる

ため、個別事業については、実施計画を踏まえながら、毎年度の予算編成において具体化

するとともに、10 年後の都市像の実現に向けた達成度を適切に測定しながら、必要に応

じて KPI の見直し（追加・修正・削除）を行い、柔軟に運用していきます。 

 

（２）基本計画に掲げる方向性と施策 

※基本計画より抜粋 

 

方向性Ⅰ 世界と繋がる２つの港 「新たな時代の国際都市」へ 

 

神戸は、古くから外国との交流によって、多様な文化や気風を取り入れながら、ま

ちを発展させてきました。空港の国際化により、神戸は国内外とのつながりがより一

層強化されます。多様な人材・技術・文化を取り入れ、神戸の強みと融合させること

で、人・まち・しごとの魅力を高め、これからも「海と山に囲まれた美しいみなとま

ち」を守り育てながら、世界に開かれたまちとして、持続的な発展を目指します。 

 

多様な文化や人との交流を促進し、グローバルに活躍する人材を育み、受け入れ、

そして神戸への想いを胸に世界へ羽ばたいていく流れを加速させていきます。 

また、海と山が織りなす美しい風景や豊かな自然・文化との調和などの魅力に加え、

都心・ウォーターフロント再開発による相乗効果を活かしながら、国内外へ神戸の魅

力発信を強化していきます。 

さらに、国内外から集まる多様な人材や企業と、市内の大学や企業、行政等が組織

を超えてつながり、イノベーションを創出することで、独立した経済圏を支えるもの

づくり、港湾、農水産、食、観光、医療・バイオ等の既存産業の発展、新たな成長産

業の創出を加速させ、東京一極集中が進む中においても、関西圏ひいては日本全体の

経済成長をリードしていきます。 

こうした機能強化により、神戸の国際的な存在感を高め、新たな時代の国際都市と

して、市民の暮らしをより豊かにしていきます。 
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（１）基本政策と主な施策 

基本政策 主な施策 

多様な交流を通じて世界で活躍する

人材の育成を進める 

・神戸空港の国際化への対応 

・陸海空の広域交通結節機能の強化 

・神戸経済のグローバル化推進 

・革新的な起業・創業支援 

・文化芸術・スポーツの振興 

新たな時代の国際都市にふさわしい

都市の魅力をつくる 

・都心・三宮再整備 

・ウォーターフロント地区の魅力向上 

・都心・ウォーターフロントの回遊性向上 

・観光誘客の推進 

・森林・里山の再生 

・六甲山・摩耶山等の活性化 

・文化芸術・スポーツの振興（再掲） 

圏域経済を牽引する大都市として、神

戸経済のさらなる成長と国際競争力

を高める 

・神戸経済のグローバル化推進（再掲） 

・国際コンテナ戦略港湾政策の推進 

・市内産業の活性化 

・企業誘致の推進 

・就業人口の拡大 

・農水産業の活性化 

・多様な食文化の発信と地場産業の振興 

・革新的な起業・創業支援（再掲） 

・大学・企業等との共創によるまちづくり 

・神戸医療産業都市の推進 

・観光誘客の推進（再掲） 

・多様な大都市制度の実現・自治体間連携の推進 

 

（２）KPI 

KPI 
基準値 

(2024 年) 

目標値 

(2030 年) 

1 神戸空港利用者数 361 万人/年 700 万人/年 

（設定理由） 

世界に開かれ持続的に発展するまちの実現に向けて、国内外とのつながりを測るための

指標を設定。 

2 コンテナ取扱貨物量 277 万 TEU/年 300 万 TEU/年 

（設定理由） 

港湾物流業の発展による、神戸経済の成長と独立した経済圏の維持・発展に向けて、神

戸港に関連する経済の活性化や成長の動向を測るための指標を設定。 
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3 
労働生産性（市内就業者 1人あたり市内総生産） 
※本目標値は、就業者数の見通しを踏まえ KGI（GDP 年＋1％）から逆算して設定 
※毎年度、就業者数の見通しを更新し、目標値を再設定 

970 万円/人 
（2025 年） 

年率 1%増加※ 

（設定理由） 

独立した経済圏を支える産業の創出・発展に向けて、経済成長の度合いを測るための指

標を設定。 

4 大学発スタートアップ創出数 36 件 
(2020～2024 年累計) 

120 件 
(2025～2030 年累計) 

（設定理由） 

知の拠点である大学が創出するイノベーションや人材を活用したスタートアップを産官

学一体で支援・育成し、神戸経済の成長と独立した経済圏の維持・発展に向けて、その

進捗を測る指標として設定。 

5 
海外展開に取り組む企業の割合※ 

※市独自アンケート結果（海外展開を実施している、または実施を検討している

企業）より 

10% 
(2026 年 3 月調査予定) 

（2025 年） 
15% 

（設定理由） 

世界に開かれた神戸経済の成長と独立した経済圏の維持・発展に向けて、市内企業の海

外展開の動向を測るための指標を設定。 

6 
都心・三宮の滞在人口※ 
※年間を通じて、三ノ宮駅半径 500ｍ圏域で 15 分以上滞在している延べ人数（携
帯電話の位置情報から算出した推計値） 

6,300 万人/年 7,200 万人/年 

（設定理由） 

都心・三宮再整備による新たな国際都市にふさわしい都心の実現に向けて、都心部の賑

わいを測るための指標を設定。 

7 市内延べ宿泊者数 710 万人/年 830 万人/年 

（設定理由） 

神戸の多彩な魅力を活かし、国内外から多くの来訪者が集い、賑わいある都市の実現に

向けて、市内の観光需要を測るための指標を設定。 

8 大学・高専の新卒者の市内就職率※ 

※市内大学・高専への調査結果より 
15% 18% 

（設定理由） 

既存産業の発展と新産業の創出による、神戸経済の成長と独立した経済圏の維持・発展

に向けて、神戸での雇用創出の度合いを測るための指標を設定。 
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※基本計画より抜粋 

 

方向性Ⅱ 個性豊かで多様な地域の融合 「日常と非日常が交わり続ける都市」へ 

 

神戸の地理的特性や歴史の中で形作られた個性豊かなまちなみや、豊かな自然は、

神戸ならではの魅力です。今後、全国的に人口減少が進む中でも、先人たちがこれま

での歴史の中で築いてきた貴重な財産を最大限に活かし、磨いていくことで、将来世

代が充実したライフスタイルを送ることができるよう、これからも「多彩な表情を見

せるまち」を守り育てていきます。 

 

都心部では、居住機能との調和を図りながら、商業施設や業務機能の集積を進めて

いきます。 国内外から多くの人が訪れ、買い物やアート、食事など五感を刺激する

体験ができる場を創出します。また、魅力的なビジネス環境の整備も進めていきます。 

既成市街地やニュータウンでは、まちの顔である駅を中心に、生活利便施設のリニ

ューアルや、職住近接の取り組みを進めます。さらに、商店街などに息づく下町文化

を活かし、まちの魅力と暮らしの質を高めていきます。 

また、海や山、農村・里山地域など、神戸が誇る豊かな自然を守りながら、市街地

との交流を促進することで、自然と調和するまちの魅力を高めていきます。 

そして、こうした多彩なまちなみをつなぐ公共交通網を維持・充実させ、それぞれ

の日常と非日常が交わる都市空間を実現することで、市民の満足度を高め、いつまで

も住み続けたいと思えるまちへ、そして、国内外から愛され選ばれる都市を目指しま

す。 

 

（１）基本政策と主な施策 

基本政策 主な施策 

五感を刺激する体験と魅力的なビジ

ネス環境を創出する都心をつくる 

・都心・三宮再整備（再掲） 

・ウォーターフロント地区の魅力向上（再掲） 

・ポートアイランド・六甲アイランド・HAT 神戸

の活性化 

・文化芸術・スポーツの振興（再掲） 

・多様な食文化の発信と地場産業の振興（再掲） 

ゆとりある上質な暮らしが生まれる

既成市街地・ニュータウンの再生を推

進する 

・駅周辺のリノベーション 

・オールドタウン対策 

・空き家空き地対策の推進 

・商店街・小売市場の活性化 

海と山を感じる豊かな自然を次代に

つなぐ 

・森林・里山の再生（再掲） 

・農村地域等の賑わい創出 

・農水産業の活性化（再掲） 

・六甲山・摩耶山等の活性化（再掲） 
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個性豊かなまちなみをつなぎ日常と

非日常が交わる都市をつくる 

・公共交通の維持確保 

・既存ストックの有効活用 

・多彩なライフスタイルを実現する住宅供給・流

通促進 

・自転車利用環境の整備 

・まちの緑・公園・街路樹の有効活用 

・観光誘客の推進（再掲） 

 

（２）KPI  

KPI 
基準値 

(2024 年) 

目標値 

(2030 年) 

1 
都心・三宮の滞在人口※（再掲） 
※年間を通じて、三ノ宮駅半径 500ｍ圏域で 15 分以上滞在している延べ人数（携

帯電話の位置情報から算出した推計値） 
6,300 万人/年 7,200 万人/年 

（設定理由） 

商業・業務機能の集積と魅力的なビジネス環境の整備により、国内外から多くの人が訪

れる都市の実現に向けて、都心部の賑わいを測るための指標を設定。 

2 

駅勢圏が生活関連サービスを提供する市街地※にかか
る市内鉄道駅の１日当たり乗降客数 
※一定程度人口が集積し、病院、学校、スーパーなど、生活に必要な施設が整っ

た地域（DID 地区） 

128万人/日 基準値を維持 

（設定理由） 

既成市街地やニュータウンにおいて、駅を中心とした生活利便性の向上や職住近接の取

り組みにより、持続可能な地域社会づくりに向けて、駅周辺の人流を測るための指標を

設定。 

3 公共交通分担率※ 

※人々の移動全体に占める鉄道やバス等の公共交通機関利用の割合を示す指標 
33.1% 
(2025 年) 

35%以上 

（設定理由） 

多彩なまちなみをつなぐ公共交通網の維持・充実を通じて、理想のライフスタイルを送

ることができるまちの実現に向けて、公共交通網の充実度を測るための指標を設定。 

4 
商店街・小売市場エリア※のにぎわい 
※年間を通じて、設定エリアの圏域で 15 分以上滞在している延べ人数（携帯電

話の位置情報から算出した推計値） 
3,300 万人/年 基準値を維持 

（設定理由） 

まちの魅力と地域生活を支える商店街・小売市場の活性化に向けて、地域住民や来訪者

による商店街・小売市場エリアの賑わいを測るための指標を設定。 

5 里山林管理による森林資源の循環量 100 ㎥/年 
(2025 年) 

300 ㎥/年 

（設定理由） 

神戸が誇る豊かな自然を守りながら、市街地との交流を促進し、自然と調和した魅力あ

るまちの実現に向けて、里山林の管理状況を測るための指標を設定。 

6 農村地域での農業参入・起業・移住数 120 件/年 
(2020～2024 年平均) 

基準値以上 

（設定理由） 

神戸が誇る豊かな自然を守りながら、市街地との交流を促進し、自然と調和した魅力あ

るまちの実現に向けて、農村地域の賑わいを測るための指標を設定。 
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（１）基本政策と主な施策 

基本政策 主な施策 

多様な主体や団体の協働や支え合い

により、誰もが安心して夢に向かって

挑戦できる社会をつくる 

 

・地域活動の支援 

・大学・企業等との共創によるまちづくり（再掲） 

・外国人との共生 

・いきいきと活躍できる場の創出 

・文化芸術・スポーツの振興（再掲） 

子育てと仕事の両立を支え、こどもた

ちの健やかな成長と豊かな感性を育

む 

・子育て世帯の経済的負担の軽減 

・子育て環境の充実 

・女性活躍の推進 

・教育・保育環境の充実、保育人材の確保 

・教育環境の充実 

・体験機会の充実 

・こどもの外遊びの推進 

・コベカツの推進 

※基本計画より抜粋 

 

方向性Ⅲ ともに乗り越え育んだ絆 「いつまでも幸せを感じ、分かち合える都市」へ 

 

これまでの歴史によって培われた進取の気風や、ともに災害を乗り越えてきた絆

は、神戸のまちと人に受け継がれてきました。今後、先行きが不透明な変化の激しい

時代においても、誰もが寄り添って助け合い、そして、新たな挑戦を続けていくこと

で、いつまでも「人間らしいあたたかみのあるまち」を守り育てていきます。 

 

神戸の未来を担う子どもたちをはじめ、性別、年齢、障がいの有無、民族、国籍に

関わらず多様な主体や団体が、地域の中でつながり、支え合いながら、誰もが安心し

て、それぞれの夢に向かって自由に挑戦でき、主役になれるまちを目指していきます。 

また、子育て・教育環境の充実、健康・福祉の増進や、安全で快適な住環境を支え

ることで、一人ひとりの笑顔を育み、誰もが安心して健やかで心穏やかに暮らせる環

境をつくります。 

さらに、新たなテクノロジーと先進技術を積極的に取り入れながら、地球環境への

貢献や次代をリードする防災力を強化し、より豊かで質の高いくらしを実現させま

す。 

そして、それらの取り組みを世界に発信することで、震災でいただいた多くの支援

に、いつまでも感謝の気持ちを忘れることなく、国内外に貢献していくまちを目指し

ます。 
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きめ細かい多様な支援により誰もが

安心して健やかに暮らせる環境をつ

くる 

・健康づくりの推進・医療の充実 

・高齢者施策の充実 

・障害者施策の充実 

・不登校児童生徒に対する支援 

・児童虐待防止対策の強化 

・孤独・孤立対策 

・生活困窮者等に対する支援 

・地域活動の支援（再掲） 

ともに困難を乗り越えてきた絆と経

験を活かし、あらゆる危機から市民の

安全・安心を守る 

・災害対応力の向上 

・救急医療・消防体制の強化 

・くらしの安全・安心を守る 

・高温常態化対策 

・物価高騰に対する生活支援 

・安全で快適な住環境を支える 

・森林・里山の再生（再掲） 

既存資源を活かしながら新たな価値

創出と循環型社会に貢献する 

・持続可能な資源循環の促進 

・再生可能エネルギーの拡大 

・水素スマートシティ神戸構想の推進 

・森林・里山の再生（再掲） 

デジタル技術の活用と行政機能の強

化により、便利でわかりやすい市民サ

ービスを提供する 

・デジタル化による市民サービスの利便性向上 

・行政施設の機能強化 

国内外に貢献する持続可能な大都市

をつくる 

・多様な大都市制度の実現・自治体間連携の推進（再掲） 

・行政基盤を支える働き方改革の推進 

・EBPM の推進 

 

 

（２）KPI 

KPI 
基準値 

(2024 年) 

目標値 

(2030 年) 

1 
地域活動の活性度※ 

※「地域貢献相談窓口を通じた伴走件数」「ぼらくるの登録者数」を合わせた複

合指標 

3,000 件/年 
（2025 年） 

5,000 件/年 

（設定理由） 

多様な人々が地域でつながり支え合い、誰もが安心して挑戦できる、主役になれるまち

の実現に向けて、地域活動の活性化に向けた支援の状況を測るための指標を設定。 

2 子育て関連事業の利用者満足度※ 

※３歳児健診を受診する児童の保護者を対象としたアンケート結果 
90% 

(2025 年) 
基準値以上 

（設定理由） 

子育て環境の充実を通じて、子育てと仕事の両立ができるまちの実現に向けて、子育て

支援の満足度を測るための指標を設定。 
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3 
課題の解決に向けて、自分で考え自分から取り組んだ

児童生徒の割合※ 
※文部科学省が小６、中３を対象に毎年実施する全国学力・学習状況調査の結果 

小 6 78.0% 
(全国平均▲2.3%) 

中 3 72.5% 
(全国平均▲5.2%) 

(2025 年) 

全国平均以上 

（設定理由） 

子育てや教育環境の充実を通じて、子どもたちの健やかな成長と豊かな感性が育まれる

まちの実現に向けて、子どもの主体的な学びの姿勢を測るための指標を設定。 

4 
運動やスポーツをすることが好きな児童生徒の割合※ 
※スポーツ庁が小５、中２を対象に毎年実施する全国体力・運動能力、運動習慣
等調査の結果 

小 5男 93.2% 
(全国平均▲0.2%) 

小 5女 85.3% 
(全国平均▲0.5%) 
中 2 男 90.1% 
(全国平均▲0.8%) 

中 2女 76.4% 
(全国平均▲0.8%) 

(2025 年) 

全国平均以上 

（設定理由） 

子育てや教育環境の充実を通じて、子どもたちの健やかな成長と豊かな感性が育まれる

まちの実現に向けて、子どもの健康や運動習慣の状況を測るための指標を設定。 

5 市域における再生可能エネルギー導入量 357MW/年 500MW/年 

（設定理由） 

新たなテクノロジーと先進技術を活用した循環型社会への貢献による、豊かで質の高い

くらしの実現に向けて、市内での再生可能エネルギーの利用の度合いを測るための指標

を設定。 

6 公共インフラ（橋梁・上下水道）の耐震化率 74.3% 93.8% 

（設定理由） 

防災力の強化による、安心して暮らせる環境の実現に向けて、生活の基礎となる公共イ

ンフラの耐震化度合いを測るための指標を設定。 

7 新たな市政課題に対応するために創出した時間数 － 50 万時間/年 

（設定理由） 

人口減少や東京一極集中が進む中においても、複雑化・多様化する市政課題に対応し、

行政サービスの質の向上と持続可能な行政運営の実現に向けて、「やめる・へらす・か

える」の視点や AI 等を活用した業務改革により既存業務の効率化・最適化を推進し、

その成果を測るための指標を設定。 
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○Well-Being 指標に関する KPI 

KPI 
基準値 

（2025 年） 

目標値 

（2030 年） 

Well-Being 指標の客観指標 
全指標の平均値

52.6 
基準値以上 

（設定理由） 

神戸市独自の KPI に加え、自治体経営の土台となる幸福度

を測る Well-Being 指標の客観指標を KPI として設定する

ことで、幅広い政策分野の水準を今以上に高めることを目

指すとともに幸福度に関する KGI の達成に向けた進捗状況

を測る。また、必要に応じて主観指標も参考値として活用

する。 

【参考】Well-Being 指標の概要 

国が推進する「デジタル田園都市国家構想」の実現に向けて、Well-Being 指標の活用

が進められています。この指標は、総合指標（幸福度・生活満足度）を最上位に置き、そ

の要因を客観・主観両指標から分析するものです。 

客観指標は、統計調査の結果等により自治体の施策の状況等を客観的に測定する指標

であり、主観指標は、市民の主観によるアンケートにより各施策の市民への浸透度合い

等を測定する指標です。 

※Well-Being 指標の詳細内容及びダッシュボードは下記 URL を参照 

 https://well-being.digital.go.jp/ 
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出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート 

「地域幸福度（Well-Being）指標」 

https://well-being.digital.go.jp/

